
　

令和２年度　建設部組織図

　   　■総職員数  ○危機管理の総括

土木職　47名 ○地域計画の策定　

建築職　12名 ☎ 63-3111

事務職　11名 ○部内調整、人事、総務、技術管理　

技能職　 5名 ○工事・委託業務の入札、発注事務 　

　計　　75名 ☎ 63-3110

○道路事業の計画策定

○工事等の積算・監督、市町村指導

☎ 63-3110 　 　

　 ○河川・砂防事業の計画策定

○災害復旧等関連緊急事業（淀川）の事業調整

　 ○工事等の積算・監督 　

☎ 63-8141

○道路の維持管理、除雪

○工事等の積算・監督、市町村指導

☎ 63-8127 　

○河川・砂防の維持管理、水防、災害復旧

　 ○工事等の積算・監督、市町村指導 　

○協和ダムの管理、洪水調節 (☎ 018-893-2801)

☎ 0187-42-2311 　 　

　 ○鎧畑ダムの管理、洪水調節　

○仙北市田沢湖地区の工事積算・監督

☎ 63-3112 　 　

○河川災害復旧等関連緊急事業（淀川）、

　災害関連事業（土買川）の事業調整

○工事等の積算・監督

☎ 63-3112 　

○災害復旧助成事業（楢岡川）の事業調整

○工事等の積算・監督

☎ 63-3116 　

○公共用財産（道路・河川等）の管理及び許認可 　

○事業用地の取得、補償

○登記、開発行為、屋外広告

☎ 63-3116 　

○事業用地の取得、補償

（淀川・土買川・楢岡川）

☎ 63-3124

○建築物の確認・指導、宅建業、建築士法関係

○市街地整備、住宅リフォーム事業

※ 建築課職員は、 ☎ 63-3113
　 平鹿・雄勝を兼務 ○県有建築物の営繕

○県営住宅管理、公共住宅建設の指導・監督

組織の変遷

　・平成12年 4月  仙北土木事務所から仙北建設事務所へ名称が変更される。

　・平成15年 4月  県の出先機関が「地方部」体制から「地域振興局」体制に移行される。

　・平成20年 4月  単独公所の鎧畑ダム管理事務所及び協和ダム管理事務所が仙北地域振興局建設部の所属となる。

　・平成21年 4月  単独公所の南部流域下水道事務所が仙北地域振興局建設部の所属となる。
　　　　 　 　　　県南３振興局の建築課及び用地担当班が平鹿地域振興局に集約される。

　・平成22年 4月  道路課・河川砂防課・下水道課の３課体制が企画調査課・工務課の２課体制に再編される。
             　   平鹿地域振興局に集約された用地担当班が県南３振興局に再配置される。

　・平成22年12月  県内振興局の８局体制を維持することが決定される。

　・平成25年 4月  企画調査課内に企画監理班が新設される。

　・平成27年 4月  協和ダム管理事務所が工務課工務第二班に統合される。

　・平成28年 4月  建築課が仙北地域振興局建設部の所属（平鹿、雄勝を兼務）となる。

　・平成29年 4月  「企画調査課が企画・建設課」、「工務課が保全・環境課」に名称が変更される。

　・平成30年 4月  災害復旧課(淀川・土買川復旧班、楢岡川復旧班)及び用地課に災害復旧用地班が新設される。

　・令和 2年 4月  組織再編により保全・環境課下水道班が廃止され本庁下水道マネジメント推進課に集約される。
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（土７名）
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（建）

保全・環境課長(兼)
協和ダム管理事務所長

（土）

鎧畑ﾀﾞﾑ管理事務所
(土３名,技能１名）

災害復旧課長
（土）

淀川・土買川復旧班
（土６名）

楢岡川復旧班
（土５名）

災害復旧用地班
（事４名）

　

　

建　設　部　長
（土）

企画・建設課長
（土）

企画監理班
（土３名）

次　　　　長
（土）

道路建設班
（土５名）

河川砂防班
（土５名）

     ■凡例（職種区分）
          土 ＝ 土木
          建 ＝ 建築
          事 ＝ 事務
       　技能＝ 運転・道路維持


